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　穏やかな春を迎える好天
のなか、３月１７日に平成
２８年度で閉校となる船津川
小学校の最後の卒業式が
執り行われました。
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▼佐野市議会のライブ中継と録画配信をしています。

5.1
平成29年
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5月臨時会を
　　開催します！！

詳しくは裏面をご覧ください

平成２9年2月定例会
■平成29年度予算案を可決
■予算審査特別委員会では延べ25人が質疑
■一般質問に16人が登壇



平成29年度の予算を審議・可決平成29年度の予算を審議・可決
最終年度を迎えた総合計画後期基本計画を推進し、第2次総合計画を策定します最終年度を迎えた総合計画後期基本計画を推進し、第2次総合計画を策定します

平成29年度予算は、「平成29年度佐野市行政経営方針」及び「平成29年度予算編成方針」に基づき
編成されました。
市長の予算大綱説明に対する予算大綱質疑には、横田誠議員（新風）、久保貴洋議員（自民佐野）、
本郷淳一議員（公明党議員会）、鶴見義明議員（日本共産党議員団）、山口孝議員（政風会）
小暮博志議員（政友みらい）（以上質疑順）の６人が登壇しました。
また、議員全員で構成された予算審査特別委員会
では、一般会計、各特別会計及び各公営企業会計
の予算（案）に対し、３月２日～７日のうち４日間に
わたり延べ25人の委員による質疑が行われました。
　その結果、新年度予算全12議案を可決し、併せ
て「平成29年度予算審査要望書」（３～４ページに
記載）を取りまとめました。

予算審査会場の様子

予算審査特別委員会（パソコン・タブレット・スマートフォンで映像をご覧になれます！）

副委員長
横田　　誠

委員長
飯田　昌弘

市長の予算大綱説明
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発言
順序 氏　　名 発言

順序 氏　　名
各特別会計、水道事業会計及び病院事業会計
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菅　原　　　達
鈴　木　靖　宏
小　暮　博　志
木　村　久　雄
大　川　圭　吾

鶴　見　義　明
本　郷　淳　一
岡　村　恵　子
山　口　　　孝1
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発言
順序 氏　　名 発言

順序 氏　　名
一　般　会　計

9

10

11

12

13

14

15

16

菅　原　　　達
田　所　良　夫
木　村　久　雄
鈴　木　靖　宏
久　保　貴　洋
大　川　圭　吾
齋　藤　　　弘
金　子　保　利

本　郷　淳　一
亀　山　春　夫
山　口　　　孝
高　橋　　　功
鶴　見　義　明
小　暮　博　志
岡　村　恵　子
山　菅　直　己

予算審査特別委員会質疑者一覧

予算審査会場の様子
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（佐野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進）
平成29年度予算は、総合戦略を深化させ、交流人口と定住人口を増加させるため、地方創生を

更に加速化するものと位置付けられた。
　総合戦略に掲げた施策の展開に当たっては、4つの基本目標ごとに設定した数値目標や、各施
策について設定した重要業績評価指標に基づいて、ＰＤＣＡサイクルにより計画・実行・検証・改
善を行うこととしているため、予算に計上された事業の実施後は、着実に検証し、改善に取り組ま
れたい。

（自主財源の確保）
平成29年度の一般会計歳入歳出予算は、前年度比0.1％増の465億9千万円となった。前年度と同

規模であるが、歳出予算に計上された田沼西地区小中一貫校の整備、界小学校校舎の増築と改修、
（仮称）高萩・若宮統合保育園の建設などの施策は、いずれも欠くことのできない事業であるため、
「入るを量りて出ずるを為す」の原則とは逆になるが、2.6％増を見込んだ市税の確保、遊休資産の
売却、受益者負担の適正化による使用料等の見直しを行い、自主財源の確保に全力を尽くされた
い。

（防災・減災対策）
国は、近年の異常な気象状況や大規模噴火の可能性の高まりを「新たなステージ」と捉え、危機

感をもって防災・減災対策に取り組んでいく必要があるとしている。
　本市でも、昨今は短時間強雨が増加していることに加え、本年２月には前橋市から足利市にの
びる「大久保断層」が主要活断層帯に追加された。
　こうした状況に対応するため、今後も引き続き避難勧告等を適切に発令ができる体制を整える
とともに、市民一人一人が自然災害に対する心構えと知識を備え、いざという時には、自ら考え、
適切に行動することができるようにするための施策を推進されたい。

（市有施設等のあり方）
市有施設等のあり方については、平成26年4月に総務省から公共施設等総合管理計画の策定

要請があり、この計画を包含した市有施設等のあり方に関する基本方針が、平成28年3月に策定
された。
　平成29年度は、この方針に基づく市有施設適正配置計画を策定する予定であるが、市有施設等
の効率的な整備と利活用を実現することは、合併の効果であるとともに、最大の行財政改革とな
るため、一日でも早くこの計画を策定して実施されたい。

（妊娠期から子育て期にわたるまでの支援）
現在、国は核家族化や地域のつながりの希薄化等による妊婦や保護者の不安と負担感を解消

するため、妊娠期から子育て期にわたるまでの支援について、ワンストップ拠点を立ち上げ、切れ
目のない体制の整備を推進している。
　こうした動きに呼応し、現在本市をはじめ医療機関、保健所、児童相談所など、様々な機関が
個々に行っている支援について、本市がそれらをつなぐ拠点となり、医療・保健・福祉の効果的な
連携を図られたい。

（超高齢化対策）
平成28年版高齢社会白書によると、我が国の高齢化率は26.7％、75歳以上の割合は12.9％とな

った。特に平成37年には全ての団塊の世代が75歳以上となる時代を迎えるため、今後は、社会保障
経費が増大する半面、それを支える若い世代が減少していく。
　こうした状況への対応策は、健康増進と介護予防により医療や介護の費用を削減することが最も
効果的であるため、平均寿命が全国トップである長野県、健康寿命がトップクラスである愛知県や
静岡県等の取組を参考に健康マイレージ事業等の健康寿命を伸ばすための対策を講じられたい。

平成29年度予算審査要望書
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（企業立地・誘致の促進と雇用機会の創出）
若い世代を本市に呼び込むための戦略としては、「安定したしごとをつくる」ことが最も有効

である。佐野田沼インター産業団地は本年2月に完売し、佐野インター産業団地（第2期）の分譲も
順調に進んでいる。こうした事業により、雇用が確保され人口が増え市税も増える。
　平成29年度は、企業立地支援事業や出流原ＰＡ周辺総合物流開発整備推進事業等が予定されて
いるが、こうした人口減少に効果のある施策を今後も積極的に推進されたい。

（観光戦略の推進）
圏央道の茨城県内区間が本年2月26日に全線開通し、NEXCO東日本は、会見で「関東各地の観

光地へのアクセス向上とインバウンド観光の後押しが期待できるほか、物流の面では、企業活動
の活性化や地域経済の好循環、雇用の創出に大きく寄与するもの」と説明した。本県と成田空港方
面を結ぶ交通アクセスも飛躍的に向上するため、訪日ムスリムインバウンド推進事業やシティプ
ロモーションの推進、全国山城サミットの開催などを行い、更なる観光誘客を図られたい。

（国民健康保険事業）
国民健康保険事業については、平成30年度から栃木県が財政運営の責任主体となり、中心的な

役割を担うことで、制度の安定化を目指している。現在、栃木県と各市町において制度や運用の詳
細について協議を進めているが、各市町で賦課方法、収納率、財政状況等が異なるため、当初から
保険税を平準化するかどうかも含め、その概要はまだ決まっていない。
　そこで、本市は引き続き、治療から予防策への転換、特定健康診査と特定保健指導の促進、ジェ
ネリック医薬品の普及促進、収納率向上対策などを着実に実施し、財政の健全化を目指されたい。

（市民病院のあり方）
当局より、市民病院は地域医療を支える中核病院として今後も存続し、その経営形態を民設民

営として民間譲渡を目指すこととし、譲渡先は医療法人財団青葉会を優先的に交渉相手としたい
旨が示された。
　今後は、有識者会議の意見を踏まえ、市民が納得することができるような譲渡の条件（土地、建
物、医療機器等の取扱い、建物を建て替える場合の財源、赤字の場合の市の補填、将来にわたり医
療を継続するための担保など）を十分検討されたい。

7

8

9

10

　一般会計	 ４６５億９, ０００万円
　特別会計	 ３２７億５, ６６０万円
　一般会計・特別会計合計	 ７９３億４, ６６０万円

　うち、議会費	 ３億１, ９７１万８, ０００円

平成２９年度一般会計・特別会計の当初予算

議 員 人 件 費 ※１ ２億２, ３８７万１, ０００円
職 員 人 件 費 ※２ ６, ５５０万４, ０００円
会議録作成及び市議会情報システム運営事業費 ※３ ７４５万８, ０００円
政 務 活 動 支 援 事 業 費 ※４ ７２０万円
議 会 運 営 総 務 事 務 費 ５０２万１, ０００円
議 会 だ よ り 発 行 事 業 費 ３６７万２, ０００円
常 任 委 員 会 活 動 支 援 事 業 費 ※５ ３１３万６, ０００円
議会映像インターネット配信事業費 ※６ １６１万３, ０００円
全国市議会議長会参画事業費、外８事業 ２２４万３, ０００円

※１　議員24名分
※２　事務局職員8名分
※３　タブレット使用料（議員１人1台貸与）、会議録調製費、会議録検索システム
※４　議員1人あたり年間30万円交付（議員24名分）
※５　常任委員会行政視察旅費
※６　議会中継、録画配信するための経費

議会からこんにちは　2017.5.1 ④



2月定例会一般質問

田
沼
西
地
区
小
中
一
貫
校
で
は
、
地
域
の

調
整
・
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
※

地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
学
校
支
援
地
域
本
部
）の
設
置
が
不

可
欠
と
考
え
る
。
当
局
は
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
学
校
支
援
地
域
本
部
）の
設
置
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長

今
、
小
中
一
貫
校
開
校
に
向
け
て
、
田
沼

西
地
域
の
町
会
長
、
保
護
者
、
育
成
会
の
方
々
、

各
校
の
先
生
方
を
交
え
て
学
校
支
援
地
域
本
部

の
設
置
に
向
け
た
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
地
域
の
大
人
た
ち
と
か
か
わ
る
こ

と
で
多
様
な
体
験
・
経
験
の
機
会
が
ふ
え
、
地

域
住
民
は
み
ず
か
ら
の
経
験
や
知
識
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
、
双
方

が
結
び
つ
く
こ
と
に

よ
り
地
域
の
教
育
力

の
向
上
が
期
待
で
き

る
た
め
、
今
後
も
前

向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

岡
部
市
長
に
来
期
の
佐
野
市
の
行
政
運
営
、

施
策
な
ど
の
概
要
、抱
負
、決
意
を
伺
い
た
い
。

市
長

合
併
後
12
年
間
で
築
き
あ
げ
て
き
ま
し
た
一

体
感
の
醸
成
や
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
発
展

を
通
じ
、私
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
が
で

き
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は「
市
民

が
輝
く
ま
ち
佐
野
」の
実
現
で
す
。人
口
流
出
を

抑
制
し
、人
口
流
入
を
促
す
た
め
、雇
用
環
境
の

充
実
、交
流
人
口
の
増
加
、出
産
・
子
育
て
環
境
の

整
備
な
ど
の
目
標
に
向
か
い
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。全
身
全
霊
を
挙
げ
て
４
期

目
の
市
政
運
営
に
当
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

青
木
　
　
伸 

議
員（
政
風
会
）

質問方式質問方式

今
期（
２
０
１
３
年
４
月
か
ら

２
０
１
７
年
３
月
ま
で
）４
年
間
の

行
政
運
営
に
関
す
る
総
括
と
、�

�

来
期
の
展
望
に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

横
田
　
　
誠 

議
員（
新
風
）

質問方式質問方式

地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

一問一答

高
橋
　
　
功 

議
員（
自
民
佐
野
）

質問方式質問方式

唐
沢
山
城
跡
保
存
整
備

事
業
の
確
実
な
進
捗
と

山
城
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

一問一答

平
成
29
年
度
の
整
備
実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、平
成
30
年
度
か
ら
は
史
跡
整
備
に
着
手
し
、

第
１
期
事
業
の
終
了
時
期
は
平
成
35
年
度
を
計
画
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、事
業
予
算
は
確
実
に
予
定
通
り

推
移
を
し
て
い
く
の
か
。

教
育
総
務
部
長

平
成
29
年
度
は
史
跡
の
全
体
設
計
と
最
重
要
課

題
の
石
垣
を
テ
ー
マ
と
し
、危
険
木
の
除
去
や
環
境

整
備
を
扱
う
史
跡
整
備
の
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い

ま
す
。国
指
定
史
跡
唐
沢
山
城
跡
が
望
ま
し
い
姿
を

目
指
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

現
在
、平
成
30
年
度
か
ら
12
年
間
の
第
２
次
佐

野
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
策
定
委
員
会

で
検
討
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な
実
施
事
業
は
平
成

29
年
度
前
期
基
本
計
画
策
定
の
中
で
議
論
し
て
い
き

ま
す
。限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、国
、県
の
補
助
を
活
用
し

な
が
ら
保
存
整
備
事
業
を
選

定
し
、進
め
て
い
き
ま
す
。

▲ 国指定史跡唐沢山城跡の石垣

▶  

平
成
27
年（
２
０
１
５
年
）に

完
成
し
た
佐
野
市
役
所
庁
舎

そ
の
他
の
質
問

☆

出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
総
合
物

流
開
発
整
備
関
連
事
業
の

進
捗
状
況
、及
び
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て

☆

高
齢
者
等
の
社
会
福
祉
施

設
の
考
え
方
に
つ
い
て

☆

佐
野
市
民
病
院
の
民
設
民

営
化
説
明
会
に
お
け
る
、市

民
の
反
応
に
つ
い
て

☆

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
栃
木
国
体

を
見
据
え
た
、ス
ポ
ー
ツ
振

興
、ア
ス
リ
ー
ト
を
養
成
す

る
た
め
の
政
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

市
民
病
院
の
民
間
譲

渡
と
佐
野
市
の
医
療

構
想
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

児
童
生
徒
を
見
守
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て

※地域コーディネーターとは・・・
学校支援地域本部にあって、学校教
育活動への教育支援人材や教育プロ
グラム等の導入にあたり、コーディネ
ートを行う地域人材。
これまで学校が行ってきた地域との連
絡調整業務を行うことで、学校の負
担軽減にも配慮する。
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相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
警
察
署
、
弁
護
士
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
県
等
と
速
や
か
に
連
携
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
現
在
の
相
談
体
制
は
。

市
民
生
活
部
長

相
談
内
容
に
よ
り
、
ま
ず
は
市
の
関
係
部
署
で

対
応
し
ま
す
が
、
市
に
関
係
部
署
が
な
い
場
合
は
国

や
県
の
機
関
の
相
談
窓
口
に
繋
い
だ
り
、
案
内
を
し

て
相
談
者
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
は
振
り
込
め
詐
欺
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺

等
の
相
談
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
警
察
に

情
報
提
供
し
、
被
害
に
あ
っ
た
方
に
は
警
察
へ
相
談

に
行
く
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
取
り
引
き
で
海
外
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
越
境
消
費
者
セ

ン
タ
ー
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

各
相
談
窓
口
で
は
、
庁
内
連
携
は
も
と
よ
り
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
待
機
児
童
対
策
と
し
て
臨
時

保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、

８
，
７
０
０
円
の
日
額
報
酬
を
、
職
歴
や
職
責

に
応
じ
て
９
，
０
０
０
円
か
ら
１
万
円
と
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
保
育
士
の
確
保
は
図
れ
た

の
か
。こ

ど
も
福
祉
部
長

報
酬
改
定
後
の
平
成
28
年
10
月
以
降
、

８
名
が
採
用
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
常
勤
し

て
い
る
臨
時
保
育
士
に
対
す
る
継
続
の
希
望

で
は
、
75
名
の
勤
務
継
続
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
募
集
を
行
い
、
16
名

が
採
用
内
定
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
確
保

人
数
は
前
年
比
９
名
増
の
91
名
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
保
育
士
の
確
保
に
十
分
に
努
め
、
余

裕
あ
る
形
で
配
置
を
し
、
保
育
士
の
処
遇
改

善
が
図
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
現
在
、医
療
機

関
等
へ
の
部
分
で
使
用
目
的
が
決
ま
っ
て

い
る
が
、１
カ
月
毎
に
枚
数
を
決
め
て
、（
例
え
ば
、

１
カ
月
に
５
枚
交
付
し
、医
療
機
関
専
用
で
３
枚
、

医
療
機
関
及
び
買
い
物
利
用
で
２
枚
）買
い
物
弱

者
へ
の
配
慮
、利
用
拡
大
を
実
施
す
る
と
い
う
よ

う
な
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
多
様
化
を
提
案
す
る

が
い
か
が
か
。

健
康
医
療
部
長

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
方
法
は

現
在
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、通
院
時
の
み
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、買
い
物
等
に

困
る
方
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、高

齢
者
の
運
転
に
よ
る
重
大
な
交
通
事
故
が
増
加

し
て
い
る
現
状
を
考
え
ま
す
と
、高
齢
者
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
の
利
用
方
法
に

つ
い
て
も
、今
後
見
直
し
を

視
野
に
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ 高齢者福祉タクシー券

木
村
　
久
雄 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

保
育
環
境
の
向
上

�

に
つ
い
て

一問一答

大
川
　
圭
吾 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

市
民
か
ら
行
政
へ
の

�

各
種
相
談
に
つ
い
て

一問一答

鈴
木
　
靖
宏 

議
員（
自
民
佐
野
）

質問方式質問方式

高
齢
者
福
祉
事
業

�

に
つ
い
て

一問一答

そ
の
他
の
質
問

☆

交
通
事
故
対
策
に
つ
い

て
☆

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

選
挙
の
投
票
率
向
上
に

向
け
て

☆

狭
あ
い
道
路（
幅
員
４

ｍ
未
満
道
路
）の
拡
幅

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
に
お
け
る
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

☆

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
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国
は
経
済
効
果
を「
大
型
物
流
の
倉
庫
や
施

設
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
」で
示
す
や
り
方

を
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
国
際
競
争
力

の
強
化
の
背
景
に
は
、
財
界
、
大
企
業
、
産
業
優

先
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
事
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
、
国
の
政
策
の
物
流
の
成
長
戦
略
の

お
先
棒
を
担
ぐ
こ
と
に
な
る
と
思
い
、
こ
の
事
業

は
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

総
合
政
策
部
長

出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺
総
合
物
流
開
発
整
備
推

進
事
業
の
目
的
は
、
事
業
方
針
の
整
備
目
的
に

あ
る
と
お
り
、
企
業
誘
致
を
促
進
し
、
雇
用
の

創
出
と
経
済
の
進
展
に
よ
る
地
域
の
振
興
を
促

進
す
る
こ
と
で
す
。
佐
野
市
が
掲
げ
る
交
流
拠

点
都
市
の
実
現
に
も
つ
な
が
り
、
市
全
体
に
と

っ
て
も
利
益
と
な
る
事

業
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

青
葉
会
を
優
先
的
に
交
渉
相
手
と
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
い
ざ
民
間
譲
渡
と
な
る

と
簡
単
に
協
議
が
成
り
立
つ
と
は
思
え
な
い
。

残
り
１
年
と
い
う
中
で
民
間
譲
渡
は
非
常
に
厳

し
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
期
限
ま
で
に
譲
渡
が

成
立
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
指

定
管
理
者
制
度
を
延
長
す
る
こ
と
も
選
択
肢
に

あ
る
と
伺
っ
た
が
、
内
容
を
確
認
し
た
い
。	

健
康
医
療
部
長

全
て
が
順
調
に
進
捗
す
る
も
の
と
想
定
し

た
場
合
、
指
定
管
理
期
間
が
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

譲
渡
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
合
意
形
成
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
指
定
管
理
期
間
を
限
定
的
に

延
長
す
る
な
ど
、
市

民
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
な
い
よ
う
、
今

後
の
対
応
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
城
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
り
、
市
外
か

ら
も
多
く
の
方
が
佐
野
市
に
お
越
し
に

な
る
と
思
う
。
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
と

し
て
、
関
東
平
野
を
広
く
望
め
る
市
庁
舎
７

階
の
展
望
ロ
ビ
ー
に「
富
士
山
」「
三
毳
山
」

「
東
京
」等
を
表
示
し
た
案
内
板
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

総
合
政
策
部
長

案
内
表
示
板
の
設
置
は
、
来
庁
さ
れ
る

お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
ご

提
案
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
山
城
サ
ミ
ッ
ト

で
は
大
勢
の

お
客
様
を
本

市
に
お
迎
え

し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に

７
階
展
望
ロ

ビ
ー
に
案
内

表
示
板
を
設

置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、

早
速
検
討
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲ 佐野市民病院

▲ インランドポート（管理棟）の工事現場

▲ 佐野市役所庁舎　7階展望室

鶴
見
　
義
明 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

質問方式質問方式

市
民
病
院
に
つ
い
て

一問一答

岡
村
　
恵
子 

議
員（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

質問方式質問方式

出
流
原
Ｐ
Ａ
周
辺

総
合
物
流
開
発
整
備

�

推
進
事
業
に
つ
い
て

一問一答

田
所
　
良
夫 

議
員（
新
風
）

質問方式質問方式

山
城
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

一問一答

そ
の
他
の
質
問

☆

障
害
者
差
別
解
消
法
に

つ
い
て

☆

住
宅
用
防
災
機
器
設
置

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

教
育
費
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て

☆

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
に
つ
い
て
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田
沼
西
地
区
小
中
一
貫
校
の
学
校
名
は
既

に
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、
決
ま
っ
て
い
な

い
と
す
れ
ば
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
に
決
め
て

い
く
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
総
務
部
長

学
校
名
に
つ
い
て
は
、
田
沼
西
地
区
の
児

童
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
校
名
案
の

募
集
を
行
い
、
87
件
の
応
募
の
集
計
結
果
を
も

と
に
開
校
準
備
委
員
会
の
総
務
部
会
で
３
つ
の

案
を
選
定
し
ま
し
た
。
検
討
の
要
点
と
し
て
学

校
が
立
地
す
る
地
域
の
歴
史
性
や
特
色
、
市
立

学
校
の
名
称
と
し
て
の
適
格
性
、
わ
か
り
や
す

さ
・
親
し
み
や
す
さ
等
を
考
慮
し
、
開
校
準
備

委
員
会
に
お
い
て
案
を
審
議
し
、
結
論
を
出
し

ま
す
。
そ
の
後
、
教
育
委
員
会
や
市
長
部
局
、

議
会
で
の
審
議
を
経
て
正
式
に
学
校
名
を
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
時
期
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
の
校
歌
や
校
章

の
作
成
等
の
協
議
を
経

て
、
平
成
29
年
度
中
を

目
途
に
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
に
は
食
事
の
提
供
や
学

習
の
支
援
に
加
え
、
入
浴
や
洗
濯
等
家
庭

の
機
能
を
補
完
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
理
想

だ
が
、
負
担
の
大
き
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
普

及
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
居
場
所
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

食
事
の
提
供
と
学
習
支
援
に
限
定
し
た
居
場
所

づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

県
で
は
、
食
事
や
学
習
面
な
ど
で
子
ど
も

を
支
援
す
る「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
」を
平
成
29
年
度
に
拡
張
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。
現
在
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
支
援
の
う
ち
、
食
事
、
学
習
支
援

を
必
須
と
し
、
入
浴
や
洗
濯
等
は
任
意
で
、
週

４
日
以
上
の
運
営
を
想
定
す
る
な
ど
条
件
緩
和

を
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
担
い
手
で
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
社
会
福
祉
法
人
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
県
の
事
業

を
活
用
し
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、今
後
超
高
齢
化
社
会
が

進
む
中
、必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
で
あ
る
。

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
を
目
指
す
デ
マ
ン
ド
交
通
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、運
転
免
許
証
の
早
期
返
納
も
進
み
、

交
通
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、現
在

の
検
討
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

検
討
の
状
況
と
し
て
は
、ま
ず
は
公
共
交
通

空
白
地
域
で
の
地
域
内
交
通
と
し
て
試
験
的
に
導

入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、吾
妻

地
区
に
お
い
て
町
会
役
員
に
対
す
る
勉
強
会
を
実

施
し
ま
し
た
。そ
の
後
、制
度
設
計
の
た
め
の
行
動

実
態
調
査
を
全
戸
に
お
願
い
し
、現
在
集
計
中
で

す
。今
後
の
取
り
組
み
は
、行
動
実
態
調
査
結
果
を

分
析
し
、先
進
事
例
調
査
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

を
参
考
に
し
て
、運
用
区

域
の
設
定
や
運
行
時
間
、

運
行
経
費
の
試
算
等
を

行
い
、モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
の
制
度
設
計
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

菅
原
　
　
達 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

「
子
ど
も
の
居
場
所
」

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

一問一答

久
保
　
貴
洋 

議
員（
自
民
佐
野
）

質問方式質問方式

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

一問一答

本
郷
　
淳
一 

議
員（
公
明
党
議
員
会
）

質問方式質問方式

※

デ
マ
ン
ド
交
通
の

�

推
進
に
つ
い
て

一問一答

▲ 田沼西中学校（現在）

※デマンド交通とは・・・
予約型の運行形態の輸送サービ
ス。利用者が電話などで乗車を
予約し、乗り場や行き先はエリア
内なら希望できる。利用者がいな
ければ走る必要がなく、小型車で
済むことから、経費削減やバスが
走れない狭い道でも運行ができる

そ
の
他
の
質
問

☆「
子
ど
も
食
堂
」の
推
進

に
つ
い
て

☆

フ
ー
ド
バ
ン
ク
開
設
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

公
共
施
設
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

唐
沢
山
城
跡
の
観
光
推

進
に
つ
い
て
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2月定例会一般質問

県
道
佐
野
古
河
線
の
道
路
改
良
事
業
は
、

高
萩
町
交
差
点
と
高
萩
交
差
点（
50
号
バ
イ

パ
ス
跨
道
橋
）の
道
路
冠
水
を
解
消
す
る
事
業
だ

が
、
雨
水
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
事
業
が
終
了
し
て
も
２
つ
の
交
差
点
付

近
の
道
路
冠
水
解
消
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

こ
の
箇
所
は
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
よ

う
な
短
時
間
豪
雨
の
際
に
、
た
び
た
び
道
路
冠

水
が
発
生
す
る
こ
と
を
、
県
も
本
市
も
認
識
し

て
い
ま
す
。
県
が
行
う
今
回
の
道
路
改
良
事
業

に
合
わ
せ
道
路
冠
水
も
解
消
で
き
る
よ
う
要
望

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
計
画
は
、
地
域
の
雨
水

排
水
も
合
わ
せ
て
処
理

で
き
る
よ
う
流
末
の
計

画
を
作
成
し
、
で
き
る

だ
け
早
く
整
備
促
進
が

か
な
う
よ
う
、
引
き
続

き
県
と
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

佐
野
市
の
小
中
学
校
で
は
、学
校
の
図
書
室

に
新
聞
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
何
校
あ

り
、ど
の
よ
う
な
配
分
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
政
府
は
、児
童
生
徒
が
社
会
の
課
題
を
多

角
的
に
捉
え
、自
ら
判
断
す
る
た
め
に
図
書
室
に

新
聞
配
置
が
必
要
と
判
断
し
、小
学
校
に
１
紙
、

中
学
校
に
２
紙
置
く
よ
う
に
自
治
体
に
促
す
と

し
て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長

小
学
校
の
図
書
室
に
新
聞
が
配
備
さ
れ
て

い
る
の
は
６
校
で
、こ
の
う
ち
５
校
が
１
紙
、１

校
が
２
紙
配
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、新
聞

販
売
店
の
ご
厚
意
に
よ
り
新
聞
が
教
室
に
配
備

さ
れ
て
い
る
学
校
を
含
む
と
小
学
校
全
27
校
の

う
ち
21
校
に
配
備
し
て
い
ま
す
。中
学
校
に
つ
い

て
は
９
校
全
て
に
１
紙
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
、配
備
し
て
い
な
い
６
校
の

小
学
校
に
つ
い
て
は
、図
書
室
に
１
紙
配
備
し
、

全
部
の
中
学
校
に
つ
い
て
は
２
紙
配
備
す
る
方

向
で
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
３
年
間
の
推
移
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
、不
登
校
対
策
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、不
登
校
ゼ
ロ
に
向
け
た
決
意
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

平
成
25
か
ら
27
年
度
は
増
加
の
傾
向
で
し
た

が
28
年
度
は
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
ま
す
。増
加

の
要
因
は
、子
供
を
取
り
巻
く
社
会
の
変
化
や
、無

理
な
通
学
は
状
況
を
悪
化
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
た

め
子
供
に
無
理
は
さ
せ
な
い
と
い
う
考
え
が
広
ま

っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。各
学
校
で
は
不
登

校
対
策
委
員
会
を
設
置
し
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

状
況
に
適
切
に
対
応
が
図
れ
る
よ
う
努
め
、教
育

委
員
会
に
報
告
の
う
え
、連
携
し
指
導
し
て
い
ま

す
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
不
登
校
に
関
す
る
問

題
は
解
決
す
べ
き
重
大
な
課
題
と
捉
え
、今
後
も

学
校
、関
係
機
関
、家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

不
登
校
の
予
防
、早
期
発
見
、早
期
対
応
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

齋
藤
　
　
弘 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

小
中
学
校
に
お
け
る

新
聞
配
置
等
に
つ
い
て

一問一答

金
子
　
保
利 

議
員（
政
風
会
）

質問方式質問方式

道
路
行
政
に
つ
い
て

一問一答

飯
田
　
昌
弘 

議
員（
自
民
佐
野
）

質問方式質問方式

不
登
校
に
つ
い
て

一問一答

▲ 冠水の様子

そ
の
他
の
質
問

☆

行
政
経
営
方
針
に
つ
い

て
☆

公
共
施
設
の
総
合
管
理

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

安
心
安
全
な
街
づ
く
り

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

☆

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

☆

テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
、ゲ
ー
ム
に
費

や
す
時
間
と
家
庭
学
習
の
割
合
の

相
関
関
係
に
つ
い
て

☆

佐
野
市
の
運
転
免
許
返
納
状
況
に
つ
い
て
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2月定例会一般質問

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
の
改
正
法
案
が
平

成
28
年
12
月
に
公
布
、
施
行
さ
れ
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置
促
進
・
体
制
強
化
が

盛
り
込
ま
れ
た
が
、
設
置
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
だ
け
で
は
鳥
獣
被
害
対
策

は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
各
地
区
、
町
内
会
に

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
、
協
力
員
の
設
置
を

希
望
し
た
い
が
市
の
考
え
は
。

産
業
文
化
部
長

県
内
に
お
い
て
も
実
施
隊
の
設
置
が
促
進
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
設
置
に
向
け
た
役
割
、
課
題
等
の
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
実
施
隊
員
数
に
つ
い
て

も
検
討
し
、
役
割
に
応
じ
た
必
要
人
員
数
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥

獣
被
害
防
止
特
措
法
に
は

規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
協

力
員
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　2月定例会は2月17日（金）から3月10日（金）までの22日間の日程で行われました。審議された議案等と
その結果は次のとおりです。

平成29年第1回佐野市議会定例会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　（内　容） 議決結果

議員案第１号 佐野市議会政務活動費の交付に関する条例の改正について（詳細は13ペー
ジに記載） 原案可決 全会一致

議案第 １号
佐野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の改正に
ついて（職員及び短時間勤務職員の任期を定めた採用に関する事項を定
めるための改正）

原案可決 全会一致

議案第 ２号
佐野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の改正について（育
児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律
の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正）

原案可決 全会一致

議案第 ３号 佐野市職員の育児休業等に関する条例の改正について（地方公務員の育児
休業等に関する法律等の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正）原案可決 全会一致

議案第 ４号 佐野市職員の配偶者同行休業に関する条例の改正について（配偶者同行
休業の期間の再度の延長ができる特別の事情を定めるための改正） 原案可決 全会一致

議案第 ５号
佐野市技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の改正について

（技能労務職員の部分休業等の取得による給与の減額について改め、及
び所要の規定を整備するための改正）

原案可決 全会一致

議案第 ６号 佐野市特別会計条例の改正について（佐野市佐野田沼インター産業団地
造成事業特別会計を廃止するための改正） 原案可決 全会一致

議案第 ７号 佐野市体育施設条例の改正について（物品販売等行為の使用料を定め、
及び所要の規定を整備するための改正） 原案可決 全会一致

議案第 ８号 佐野市消費生活センター条例の改正について（消費生活相談員の要件を
変更するための改正） 原案可決 全会一致

議案第 ９号 佐野市子ども・子育て会議条例の改正について（佐野市児童福祉推進協
議会を佐野市子ども・子育て会議に統合するための改正） 原案可決 全会一致

議案第 10号
佐野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する
条例の改正について（保育料の算定について、寡婦控除等のみなし適用
を実施するための改正）

原案可決 全会一致

亀
山
　
春
夫 

議
員（
政
友
み
ら
い
）

質問方式質問方式

※

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊�

�

の
設
置
に
つ
い
て

一括質問
一括答弁

※鳥獣被害対策実施隊とは・・・
鳥獣被害防止特措法に基づき、
市町村が設置できる組織。被害
防止計画に基づく捕獲、防護柵
の設置といった実践的活動を担
う。

そ
の
他
の
質
問

☆

捕
獲
イ
ノ
シ
シ
で
革
製

品
に
つ
い
て

☆

高
齢
者
の
交
通
事
故
対

策
に
つ
い
て
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議案番号等 件　名　（内　容） 議決結果

議案第 11号 佐野市こどもクラブ条例の改正について（こどもクラブの設置並びに名
称及び位置の変更をするための改正） 原案可決 全会一致

議案第 12号 佐野市介護予防拠点施設条例の改正について（佐野市いきいき元気館さ
のを設置するための改正） 原案可決 全会一致

議案第13号 佐野市ふれあい館条例の廃止について（平成29年３月31日をもって佐野
市ふれあい館を廃止するための廃止） 原案可決 全会一致

議案第14号 佐野市農業集落排水処理施設条例の改正について（農業集落排水事業飯
田地区を公共下水道に統合するための改正） 原案可決 全会一致

議案第15号
佐野市足利佐野都市計画事業佐野田沼インター周辺土地区画整理事業施
行条例の廃止について（足利佐野都市計画事業佐野田沼インター周辺土
地区画整理事業が完了したための廃止）

原案可決 全会一致

議案第16号
佐野市都市公園条例の改正について（広告物の表示の使用料を定め、佐
野市運動公園野球場の利用時間及び利用料金を改め、並びに所要の規定
を整備するための改正）

原案可決 全会一致

議案第17号
佐野市水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の改正につ
いて（水道事業企業職員の部分休業等の取得による給与の減額について
改め、及び所要の規定を整備するための改正）

原案可決 全会一致

議案第18号 （仮称）あさぬま保育園建築工事請負契約について（（仮称）あさぬま保育
園建築工事の執行） 原案可決 全会一致

議案第19号 財産の減額貸付けについて（さのまちづくり株式会社への時価より低い
価額での土地の貸付け） 原案可決 全会一致

議案第20号 土地の処分について（佐野田沼インター産業団地の市有地の売払い） 原案可決 全会一致

議案第21号 土地の処分について（佐野インター産業団地（第２期）の市有地の売払い） 原案可決 全会一致

議案第22号 平成28年度佐野市一般会計補正予算（第５号）（歳入歳出予算の総額から
それぞれ49,019千円を減額並びに継続費、繰越明許費及び地方債の補正）原案可決 全会一致

議案第23号 平成28年度佐野市国民健康保険事業特別会計(事業勘定)補正予算（第３
号)（歳入歳出予算の総額からそれぞれ163,705千円を減額） 原案可決 全会一致

議案第24号 平成28年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）補正予
算（第４号）（歳入予算の補正（歳入総額の増減なし）） 原案可決 全会一致

議案第25号 平成28年度佐野市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）（歳入歳出
予算の総額からそれぞれ13,549千円を減額、繰越明許費、地方債の補正）原案可決 全会一致

議案第26号 平成28年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）（歳入歳出
予算の総額からそれぞれ20,478千円を減額） 原案可決 全会一致

議案第27号 平成28年度佐野市佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計補正予算
（第２号）（歳入歳出予算の総額にそれぞれ239千円を追加） 原案可決 全会一致

議案第28号
平成28年度佐野市西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計補正予
算（第３号)（歳入歳出予算の総額にそれぞれ181,379千円を追加、繰越
明許費、地方債の補正）

原案可決 全会一致

議案第29号 平成28年度佐野市水道事業会計補正予算（第２号）（収益的収入の予定額
に477千円を追加、収益的支出の予定額に35千円を追加） 原案可決 全会一致

議案第30号 平成28年度佐野市病院事業会計補正予算（第３号）（収益的収入及び支出
の予定額からそれぞれ1,000千円を減額） 原案可決 全会一致

議案第31号 平成29年度佐野市一般会計予算（歳入歳出予算の総額をそれぞれ
46,590,000千円とする） 原案可決 賛成多数

議案第32号 平成29年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算（歳入歳出
予算の総額をそれぞれ15,618,700千円とする） 原案可決 賛成多数

議会からこんにちは　2017.5.1⑪



議案番号等 件　名　（内　容） 議決結果

議案第33号 平成29年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）予算
（歳入歳出予算の総額をそれぞれ281,600千円とする） 原案可決 全会一致

議案第34号 平成29年度佐野市公共下水道事業特別会計予算（歳入歳出予算の総額を
それぞれ3,715,600千円とする） 原案可決 全会一致

議案第35号 平成29年度佐野市農業集落排水事業特別会計予算（歳入歳出予算の総額
をそれぞれ182,600千円とする） 原案可決 全会一致

議案第36号 平成29年度佐野市自家用有償バス事業特別会計予算（歳入歳出予算の総
額をそれぞれ159,500千円とする） 原案可決 全会一致

議案第37号 平成29年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）予算（歳入歳出
予算の総額をそれぞれ10,949,500千円とする） 原案可決 賛成多数

議案第38号 平成29年度佐野市介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）予算
（歳入歳出予算の総額をそれぞれ50,500千円とする） 原案可決 全会一致

議案第39号 平成29年度佐野市後期高齢者医療特別会計予算（歳入歳出予算の総額を
それぞれ1,244,200千円とする） 原案可決 賛成多数

議案第40号 平成29年度佐野市西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計予算（歳
入歳出予算の総額をそれぞれ554,400千円とする） 原案可決 全会一致

議案第41号
平成29年度佐野市水道事業会計予算（収益的収入の予定額を2,373,802
千円、収益的支出の予定額を2,197,048千円、資本的収入の予定額を
669,499千円、資本的支出の予定額を1,694,402千円とする）

原案可決 全会一致

議案第42号
平成29年度佐野市病院事業会計予算（収益的収入及び支出の予定額をそ
れぞれ665,775千円、資本的収入の予定額を142,394千円、資本的支出
の予定額を247,554千円とする）

原案可決 全会一致

議案第43号 平成28年度佐野市一般会計補正予算（第６号）（歳入歳出予算の総額にそ
れぞれ41,962千円を追加、繰越明許費の補正） 原案可決 全会一致

平成28年
陳情第３号

「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」に関する陳情（詳細は13ページに
記載） 不採択 賛成少数

陳情第１号 佐野市運動公園運動広場における補助球場としての機能の存続を求める
陳情（詳細は13ページに記載） 採択 全会一致
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議　案

議 案 第31号 原案可決
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議 案 第32号 原案可決
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議 案 第37号 原案可決
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

議 案 第39号 原案可決
(賛成多数) 23 2 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○××

陳　情
平成28年
陳 情 第3号

不採択
(賛成少数) 2 23 ××××××××××××××××××××－×××○○

※○＝賛成または採択、×＝反対または不採択
※「－」＝篠原一世議長は採決に加わりません。
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  議員案第１号　　　佐野市議会政務活動費の交付に関する条例の改正について

▼提出者

　　金子　保利議員

▼賛成者

　　鶴見　義明議員、山菅　直己議員、飯田　昌弘議員、本郷　淳一議員、横田　　誠議員

▼条例改正の理由

　　政務活動費に係る収支報告書等の写しを公開し、及び所要の規定を整備するため条例を改正する
もの。

▼審査結果

　　本案は２月定例会本会議において、採決の結果、議員全員の賛成により可決されました。

  平成28年　陳情第3号　　「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」に関する陳情

▼陳情人

　　栃木県保険医協会　会長　長尾　月夫

▼陳情の要旨

　　患者負担増で受診抑制がおきないように、現行の高額療養費制度、後期高齢者の窓口負担の継続
を求める意見書を国に提出していただきたい。

▼審査結果

　　本陳情は、前回の12月定例会において厚生常任委員会に付託され、継続審査となりましたが、閉会
中に再度審査した結果、賛成少数で不採択となりました。２月定例会本会議においても、賛成少数で
不採択となりました。

  陳情第1号　　佐野市運動公園運動広場における補助球場としての機能の存続を求める陳情

▼陳情人

　　総合運動公園補助球場の存続を求める会　代表　新井　重光

▼陳情の要旨

　　佐野市赤見町の佐野市運動公園運動広場における補助球場として
の機能の存続を求める。

▼審査結果

　　本陳情は、２月定例会において経済文教常任委員会に付託され、審査の結果、委員全員の賛成に
より採択されました。同定例会本会議においても、議員全員の賛成により採択されました。

陳情の審査結果
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http://www.city.sano.lg.jp/gikai/　ホームページにおいて、本会議の会議録をご覧になれます。
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　平成29年第2回臨時会の日程は変更になることがあります。

　平成29年第3回定例会の日程は、5月26日（金）の議会運営委員会で内定し、6月2日（金）の
本会議で決定します。

6 月 定 例 会 日 程（案）6 月 定 例 会 日 程（案）

5 月 臨 時 会 日 程（案）5 月 臨 時 会 日 程（案）

　平成29年4月9日（日）に佐野市議会議員選挙
が行われ、24名の議員が選出されました。
6月1日発行の市議会だより第60号（臨時会号）
でご紹介しますので、ぜひご覧ください。

臨時会号
（６月１日発行）
のご案内

※日程は変更になることがあります。

月 日 開会
時間 会議内容

５月

24日（水） － 請願・陳情提出期限（17：00まで）
25日（木） －
26日（金）10:00 議会運営委員会
27日（土） －
28日（日） －
29日（月） －
30日（火） －
31日（水） －

６月

１日（木） －
２日（金）10:00 本会議（市長の施政方針、議案説明）
３日（土） － 休会
４日（日） － 休会
５日（月） － 休会

月 日 開会
時間 会議内容

５月 11日（木）10:00 臨時会（議長・副議長選挙）

月 日 開会
時間 会議内容

６月

６日（火）10:00 施政方針質疑、議案質疑
７日（水）10:00 本会議（一般質問）
８日（木）10:00 本会議（一般質問）
９日（金）10:00 本会議（一般質問）
10日（土） － 休会
11日（日） － 休会
12日（月）９:00 建設常任委員会

13:30 厚生常任委員会
13日（火）９:00 経済文教常任委員会

13:30 総務常任委員会
14日（水） － 休会
15日（木） － 休会
16日（金）10:00 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決）
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